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	　茨城県の取り組みで興味深かったのは、県企業局と市町村等が連携し「水道事業の経営の一体化に関する基本協定」を結び、水道事業の広域連携に向けて動かれていること。人口減少に伴う料金収入の減少や技術職員の不足等により、広域での取り組みが必要な時が本県にも迫っているのかもしれません。
	2026年　6月議会　一般質問
	ふるさと住民登録制度について
	提案
	現地までの移動費も含む担い手活動付きの体験型ふるさと納税返礼品の開発（部局・市町・官民横断で！）
	既存事業との繋ぎ合わせ（2020年度から実施してきた関係人口来県補助金利用者、県外プロボノワーカー）

	関係人口の増加が、担い手不足の解消、移住の促進、地域経済の活性化につながります！
	背景
	利用者は実際に住んでいないけれども関係を深めたい自治体にふるさと住民（関係人口）として登録できる
	本制度では、一人３つの自治体までプレミアム登録できる
	　　※ 自治体が指定する３回の担い手活動が要件
	自治体はプレミアム登録者に対し、現地までの交通費や宿泊費などのインセンティブを付与できる
	関係人口が統一された基準ではじめて可視化される
	ふるさと納税がお金による地方の応援であるならば、
	　   ふるさと住民登録制度は活動による地方の応援！

	課題は、プレミアム登録者になるまでのサポート。 担い手活動の案件の掘り起こしと移動費負担の軽減が重要！
	※プロボノ・・社会人の経験・ノウハウを活かしたボランティア

	質問
	ふるさと住民登録制度の開始に向け、良いスタートダッシュを切るには部局や市町を横断した担い手活動の掘り起こしや移動費負担軽減などが課題と考えるが、県は制度開始に向け、今後どのように準備されていくのか伺う。

	答弁
	継続的な来県を促すための交通費支援の他、滞在中、円滑に活動していただけるよう受入れ体制を検討し、多くのリピーターの獲得に努める。お示しのふるさと納税返礼品の提供や既存事業で培った関係人口の活用も含め、さらなる対策を検討する。


	１．定員管理について
	高校に関する３つの質問
	事例
	　本県と同様の事象が起こっている長野県では、今年度、定員や教育内容等を議論する会議を新設。教育委員会と私立高校は入学者数を確保する面においては競合関係にある中、より俯瞰的な立場にある会議の設立は意義あるものと思いました。
	授業料無償化の影響をふまえ、県内高校の定員・入学者数管理のあり方について、どのように考えていかれるのか伺う。

	答弁
	私立高校は募集人員・入学者数について独自に判断されている。授業料無償化の影響を見極めつつ、生徒数の推移や生徒のニーズ、地域の状況等を踏まえ、県立高校の適切な定員の設定に努める。（教育長）

	背景
	高校授業料無償化による本県への影響を分析
	　　　公立離れに加え、私立高校の中でも差が広がる傾向 　　　定員超過の私立高校内でも満足度低下の声
	授業料無償化により、進学先の偏在が加速し、公立・私立問わず高校統廃合が進むと予想される

	廃校地域では人口減少が加速するとの実証データもある。公立・私立一体となって適切な定員管理をすることで、高校の統廃合を最小限に抑えていくことが行政の責務と考えます。
	質問
	公立・私立の経済面の差が薄まり、切磋琢磨が求められる中で 公立高校の競争戦略を問う！


	弱みへの対策
	強みを伸ばす
	２．通学支援について
	３．地域産業と一体化した公立高校の          魅力化・特色化について
	背景
	公立高校の弱みとなっているのが通学
	私立はスクールバスで市域をまたいで安く、短時間で送迎（公立は公共交通に配慮する立場から難しい）
	一方、公立は公共交通の通学支援が市町ごとにばらばらに行われているが、同じ市内でさえ支援に格差がある

	提案
	全県で公共交通乗り放題となるお得な学生用定期を、県がＪＲやバス会社とタッグを組んで造成！
	県域での公共交通ビジョン策定に向け、「山口県地域公共交通協議会」が設置されたところであるが、通学支援の観点を踏まえた公共交通のあり方について、現状をどのように把握し、取組を進めていかれるのか、所見を伺う。
	答弁
	自動車免許を持たない高校生にとって、地域公共交通は通学をはじめとする日常生活に欠かせない移動手段であり、その維持・確保や利便性の向上は、重要な課題の一つとして協議会で議論していきたい。（知事）
	「山口県地域公共交通協議会」が設置され、全県的な議論が開始されたことから、通学の利便性向上に向けて、高校生の居住や通学の実態、県立高校の再編整備に伴う影響など、積極的な情報提供に努める。（教育長）

	背景
	ＩＴ産業は人口以上に東京へ一極集中しており、デジタル人材を育成しても県外流出する可能性が高いと考える
	さらに、ＡＩの急速な進化により、デジタル人材の就職市場は急速に縮小するリスクもある
	一方、本県の大学進学率は全国最低水準であるが、裏を返せば、高卒就職率は地域産業との結びつきで全国最高水準！
	本県の強みは、高校と地域産業の密接な関係であり、これまで以上に産業と融合した教育を推し進めるべき

	提案
	①高校生の自発的なインターンシップの推進 （高校の管理の手を離れ、いきたいとこに！)、②寄附講座・寄附研究の活用 、③県内企業への高校卒者求人支援
	①高校において地域産業を受け入れる素地をどれだけ整えていくことができるか、また、②産業側においては高校生との接点づくりを県として後押しすることが本県ならではの公立高校の魅力化・特色化、さらに地域産業の活性化に重要と考えるが、所見を伺う。

	答弁
	①今年度から高校と地元企業が協働して課題解決型学習を行う。専門的な知見を有する地元企業の伴走支援のもと、生徒が主体となって解決策を考える学習に年間を通して取り組む。（教育長）
	②高卒就職者は、直ちに地域産業の担い手となる貴重な存在であり、地域産業と高校生のより一層の接点づくりを進めていくことが重要。（産業労働部長）

	質問
	質問




